
 

国有林内で事業を実施する事業主の皆様へ 

 

労働災害防止に向けた緊急要請 
 

国有林野事業においては、「第１４次労働災害防止計画」及び「森林・林

業基本計画」等を踏まえつつ、発注する造林・間伐、土木工事等に関し、あ

らゆる機会を通じて労働災害の防止に向けた取組を進めているところです。 

しかしながら、請負事業等において、すでに５件の死亡災害が発生すると

ともに、休業日数４日以上の労働災害が８月末時点で 46 件（前年同期 33

件、対前年度比 139％）うち伐倒作業中は 15 件発生している状況です。  

重大災害の発生が続いており、これから事業の最盛期を迎えることを考慮す

ると、極めて憂慮すべき状況にあると考えています。 

本年度、発生した重大災害は、４月にチェーンソーで伐倒作業中に伐倒

木とつるがらみになっていた木が倒れ激突したもの、５月にバックホウで作業

中に地山と既設擁壁が崩れ転落したもの、ホイールローダーで崩土除去を

行っていた際に路肩から転落したもの、８月には林地内移動中に転落したも

の、9 月にはフォワーダーが転落したものです。 

また、全国的に、熱中症警戒情報が発表される地域があるなど暑さが続

いている状況となっており、９月以降も平年より高温の日が多くなる予想とのこ

とから、暑い時間帯を避け、涼しい環境での作業を選択することやこまめな休

憩、水分補給・塩分補給など、地域に応じた熱中症対策をお願いします。 

重大災害の発生が続いている状況も踏まえ、発注者として労働災害防止

を図るうえで事業主の皆様におかれましては、労働安全衛生に関する諸法令

及び諸通達に示す指導事項について改めて再認識頂くとともに、労働災害

による犠牲者を出さないという強い決意のもと、安全衛生活動を今一度総点

検いただき、あわせて作業員に対しても基本的事項等について周知徹底し、

労働災害の防止に努めていただくようお願いいたします。 

 

令和７年９月 

林野庁 国有林野部 業務課長  



〇　令和７年度　請負事業等における重大災害の発生状況
令和７年９月19日現在

1
九州局
大隅署

立木販売 4月9日 男 53 伐倒作業

　伐倒作業時に、ヒノキを伐倒したところ、隣接し上部でつる
がらみになっていた立木（ヒノキ）が引っ張られて根元から倒
れ、被災者に覆いかぶさるような状態になり受災したと推
定。

2
四国局

高知中部署
林道工事請負

（災害復旧事業）
5月14日 男 62

掘削土砂
の移動作
業

　バックホウを用い掘削土砂の移動作業を行っていたとこ
ろ、地山と既設ブロック擁壁が下方に動き出したことにより、
バックホウとともに転落し、転落したバックホウのアームと地
山斜面に下半身を挟まれたことにより受災したものと推定。

3
中部局
岐阜署

林道事業
（建設機械借上）

5月15日 男 65
崩土除去
作業

　ホイールローダーにより林道路面に残った崩土除去中に、
ホイールローダーをバックさせた際、路肩からホイールロー
ダーと共に転落し、転落の衝撃によってホイールローダーか
ら投げ出され受災したと推定。

4
東北局

米代東部署
造林事業 8月19日 男 62 下刈作業

　下刈作業において、斜面上方へ移動するため、傾斜約42
度の斜面上部へ手をかけ登ろうとしたところバランスを崩
し、仰向け状態で回転しながら滑落したことにより受災したと
推定。

5
東北局

宮城北部署
生産事業 9月8日 男 33 運材作業

　（調査中）森林作業道からフォワーダとともに転落した。

　注）関係機関との調整が未了の内容が含まれる。

〇　令和７年度　休業４日以上の労働災害（重大災害含む）の発生状況
令和７年８月31日現在

注）　（）書は、重大災害の災害発生件数。

概要従事作業Ｎｏ． 性別 年齢局・署 事業の種類 発生日

生産 造林 林道 治山 立木販売 その他 計
36 12 1 9 22 1 81
(3) (5) (8)
21 8 4 7 6 46

(1) (2) (1) (4)
令和７年度

令和６年度


